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学部担当科目

・心理統計Ⅰ（後期）
・社会心理学基礎実習（一）（二）（前期・後期）
・文化心理学（前期）
・社会心理学特殊講義Ⅰ（後期）
・社会心理学実験実習（前期）
・社会心理学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（前期・後期）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・社会心理学特論Ⅰ（二）（前期）
・応用社会心理学特論Ⅰ（前期）
・応用社会心理学特論Ⅱ（後期）
・臨床心理学研究法特論（前期）

授業科目

平　成　28　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本社会心理学会、日本心理学会、日本グループ・ダイナミックス学会、
Society for Personality and Social Psychology、日本火災学会、法と心理学会

社会的規範の機能的側面に関する研究

FD委員会委員として、教育改善に取り組んだ。

東京大学大学院人文社会系研究科博士課程　単位取得満期退学

博士（社会心理学）　東京大学大学院人文社会系研究科　2008年4月

社会心理学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

１．文部科学省科学研究費　基盤研究Cの研究代表者を務めた。
２．文部科学省科学研究費　基盤研究B（代表：山口勧（奈良大学））の研究分担者を
務めた。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

教学マネジメント委員会委員、カリキュラム改革実行委員会委員（副委員長）、FD委員
会委員、社会学部研究倫理審査委員会委員
サッカー部・フットサルサークル・ダンスサークル顧問

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・心理学基礎（集中）
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